
 
錦江町立神川小学校 学校だより（創立149年）

令和７年度３月号
令和８年３月１１日発行
児童34名、教職員15名

間もなく７人の子供たちが神川小学校を第１１６回卒業生として巣立っていきます。
卒業生、そして保護者の皆様に心からお祝い申し上げますとともに、御支援、御指導にか
かわってくださった多くの皆様方にも厚くお礼申し上げます。

小学校生活６年間で学んだこと、教えられた
こと、気付いたこと等、それらがすべてこれか
らの生き方につながっていくと信じています。
卒業は、新たなスタートでもあります。卒業

生が自分の夢に向かって、一歩一歩努力を重ね
大きな壁を乗り越え、夢を実現していくことを
期待しています。
１年生から５年生にとっても１年を締めくく

る大切な修了式があります。この１年を振り返
り、自分の成長に自信をもつとともに、次の学
年に向けてしっかりと目標をもってもらいたい
と思います。そして、元気にたくましく次の学
年への新しいスタートをきってほしいと思いま
す。

さて、自分もそうなのですが、つい咄嗟に出てしまう言葉が「すみません」になる人は､
結構いると思います。そんな人へのアドバイスで、「すみません」を「ありがとう」に変
えましょうとよく言われます。
簡単なことのようですが、意識しないとなかなか難しいものです。場合によっては「あ

りがとう」より「すみません」の方が謙虚に聞こえることもあります。
しかし、「ありがとう」には「すみません」にはない影響力があるのです。意識しない

と難しいのですが、意識する価値があることだとも思っています。
「ありがとう」と言われた人は、他人に認めてもらえたという小さな幸福感を味わえます。
それが実はちょっとした癒し効果につながるのだそうです。
言った側も、「すみません」と言わないぶん、自分を否定する言葉を使わないので気持

ちが沈みにくくなります。
自己肯定感という言葉を最近よく聞きます。それを無意識に下げてるのが「すみません」

の乱用だったりするのだそうです。
感謝の気持ちをもつのは当たり前のことですが、感謝を言葉にして伝えるのも当たり前

になると、相手も自分も気持ちが前向きになれるのではないでしょうか。

ちなみに私が好きな言葉はありきたりですが「感謝」です。

自己肯定感といえば、先日行われた鹿児島学力・学習状況調査においても、本校も含め
た錦江町の子供たちの自己肯定感に関する項目（自分にはよいところがあると思います
か。）が、県平均に比較して低いことが明らかになってきました。
子供たちのぼんやりとした力での挑戦が、自信のなさにもつながっているのかなとも考

えられます。
そのためにも、自信の礎となる、一つ一つは小さくても「確かな力」を一人一人の子供

たちに培っていくことが、大事になるのではないでしょうか。昔から「コツコツは勝つコ
ツ」とも言われますし。
学校、保護者、地域がそれぞれの立場で知恵を出し合い、子供たちが安心して学ぶ「魅

力ある学校」を目指すことで、子供たちの自信を取り戻していきたいと考えます。

今年度も保護者の皆様や地域の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。
来年度は創立１５０年目の節目の年となります。今後ますますの神川小の発展を祈念して、
より一層努力してまいりますので、御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

＜神川小学校Facebook＞
子供たちの日々の活動の様
子を公開しています。ご覧
になってください。

「よく考え よいと思ったらすぐやる」




